


提案書のテーマ



　敷地条件等への建築的アプローチ
敷地条件や自然条件を的確に読取り、複数課題を発見・比較し、各課題に対し建築的なアプローチができる力
新病院建設で考えられる複数の配置計画のうち、いずれかの配置計画について提案すること。
また、複数の配置計画について他の可能性の考え方を説明するとともに、提案内容の配置計画を選
んだ理由を記述すること。
なお、コスト、工期、医療提供環境への影響やメリットデメリットなどに考慮すること。

リハビリ病院にふさわしい空間に対する理解及び検討
　　明るく開かれた清潔感のある医療・福祉環境の創出と利用者のプライバシーの確保や、障がい特性に
配慮した環境の提供に係る設計上の配慮事項及び対応。

構造・設備と事業全体のコストコントロール
これからの時代の災害や環境の変化にも柔軟に対応できる構造・設備を計画し、それらに係る建設から維持管理までを通じたコストを管理できる力
　　　本県で掲げる2050ゼロカーボン実現に向けた、適切なコストによる再生可能エネルギーの最大限
の活用とZEBでの施設整備、災害への対応、県産材を活用する施設整備（木質化含む）について提案・
記述すること。

その他提案
　　　総合リハ　整備基本方針（１）から（５）（P別－33）の提案内容を完遂するため、特にどのような
点を重視していくか提案・記述すること。（複数の整備方針の項目について回答可）
（様式９）（Ａ３・Ａ４版）
長野県立総合リハビリテーションセンター施設整備事業設計業務公募型プロポーザル
提案書（一次審査用）
	· 提案書のテーマ②：Ａ４版（片面・縦使い）１枚にまとめること。
· 提案書のテーマ①、③及び④：概要をまとめてＡ３版（片面・横使い）１枚とすること。

	○参加者の提案に際しての考え方を、文章及び概念図、スケッチなどで簡潔に表現すること（平面図等の詳細な図面表現は避ける）。文章を補完するための最小限の写真の使用は可とする。
○法人名及び個人名は記入してはならない。
○本文に使用する文字の大きさは、原則として10.5ポイント以上とすること。図表内のキャプションなどはこの限りではない。


（様式12）（Ａ３・Ａ４版）
長野県立総合リハビリテーションセンター施設整備事業設計業務公募型プロポーザル
提案書（二次審査用）
	· 提案書のテーマ①から③：Ａ３版（片面・横使い）でそれぞれ１枚ずつにまとめること。
· 提案書のテーマ④：Ａ４版（片面・縦使い）１枚にまとめること。

	○参加者の提案に際しての考え方を、文章及び概念図、スケッチなどで簡潔に表現すること（平面図等の詳細な図面表現は避ける）。文章を補完するための最小限の写真の使用は可とする。
○法人名及び個人名は記入してはならない。
○本文に使用する文字の大きさは、原則として10.5ポイント以上とすること。図表内のキャプションなどはこの限りではない。



長野県立総合リハビリテーションセンター施設整備に係る基本計画（P12）抜粋


３.　整備基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　現センターが抱えている課題や、取り巻く環境等を踏まえ、整備基本方針を次のとおりとします。

（１）患者・利用者が過ごしやすい施設整備
・採光や採風、緑化等を取り入れた、明るく清潔で快適な療養環境
・誰もが利用しやすいバリアフリー・ユニバーサルデザインの実現
・プライバシーや障がい特性に配慮した居住環境
・患者・利用者の状態やニーズに応じた多様なリハビリ環境
・雨天時に配慮した駐車スペースと安全な移動動線の確保（雨よけ設備の整備等）
　　・ロビー等を活用した地域交流・社会参加のための多目的スペースの確保

（２）職員が働きやすい施設整備
・多職種が連携しやすい効率的な部門配置
・医療安全・感染対策に配慮した業務動線の確保
・面談・相談用等の個室スペースの分散配置・共用化
・障がいのある職員を含む多様な人材が円滑に業務に従事できる職場環境の整備
・適切な入退館管理等によるセキュリティ対策の確保
・ICTの活用による業務効率化

（３）災害に強い施設整備
・建物の耐震化・免震化等による安全性の確保
・災害時を想定したライフラインの確保（自家発電、非常用電源、給排水対策等）
・浸水等の災害リスクに対応した機能配置・避難計画
・災害時にも継続可能なサービス提供体制の構築

（４）環境に配慮した施設整備
・省エネルギー性能の向上（ZEB Ready 以上を目指す）  
・再生可能エネルギーの活用（太陽光発電、地中熱利用等）
・県産木材の利用促進
・ライフサイクルCO2の低減を考慮した建築材料・工法の採用
・環境負荷の少ない設備機器の採用及び運営の推進

（５）経済性に配慮した施設整備
・施設規模・機能の適正化によるイニシャルコストの抑制
・維持管理費の節減に向けた省エネルギー化及びライフサイクルコストへの配慮
・メンテナンスが容易な建物構造・設備の採用
・将来的な医療需要や利用形態の変化にも柔軟に対応できる可変性の確保





